
第
五
十
回
自
由
民
主
党
石
川

支
部
連
合
会
定
例
大
会
は
六
月

八
日
、
金
沢
市
の
金
沢
エ
ク
セ

ル
ホ
テ
ル
東
急
で
開
か
れ
た
。

冒
頭
、
県
連
会
長
の
森
喜
朗

前
首
相
は
「（
自
民
分
裂
後
）
石

川
の
空
白
区
を
取
り
戻
す
こ
と

が
最
後
の
仕
事
。
一
党
員
と
し

て
汗
を
か
く
」
と
参
院
選
石
川

選
挙
区
の
議
席
奪
還
に
意
欲
を

示
し
、
対
決
す
る
現
職
の
岩
本

荘
太
氏
（
無
所
属
の
会
）
が
有

事
関
連
法
案
に
反
対
し
た
こ
と

を
「
共
産
党
と
変
わ
り
が
な
い
。

そ
う
い
う
方
に
日
本
海
沿
岸
の

大
事
な
議
席
を
与
え
て
い
い
の

か
」
と
力
を
込
め
た
。

定
例
大
会
は
優
秀
支
部
及
び

組
織
、
功
労
者
の
表
彰
後
、
議

事
に
入
り
、
党
情
報
告
、
平
成

十
五
年
度
重
点
政
策
案
、
沓
掛

哲
男
参
院
議
員
を
新
会
長
と
す

る
役
員
改
選
案
な
ど
が
了
承
さ

れ
た
。

こ
の
後
、
参
院
選
石
川
選
挙

区
に
出
馬
す
る
岡
田
直
樹
前
県

議
の
公
認
申
請
を
承
認
。
岡
田

氏
が
決
意
表
明
し
た
。
瓦
力
、

馳
浩
両
衆
院
議
員
と
来
賓
の
谷

本
知
事
、
庄
源
一
公
明
党
県
本

部
代
表
、
金
原
博
新
進
石
川
会

長
が
あ
い
さ
つ
し
、
山
出
保
金

沢
市
長
の
音
頭
で
バ
ン
ザ
イ
三

唱
し
た
。
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定
例
大
会
で
承
認
を
受
け
新

会
長
に
就
任
し
た
沓
掛
哲
男
参

院
議
員
は
「
衆
院
選
、
参
院
選

で
党
公
認
候
補
を
圧
勝
さ
せ
る

た
め
、
党
員
、
党
友
の
拡
大
を

図
る
」
と
強
調
し
た
。

ま
た
、
実
質
的
な
県
連
運
営

に
あ
た
る
新
幹
事
長
に
は
北
村

茂
男
氏
（
七
期
）、
総
務
会
長
は

上
田
幸
雄
氏
（
五
期
）、
政
調
会

長
は
福
村
章
氏
（
七
期
）
を
起

用
。
幹
事
長
代
理
は
矢
田
富
郎

氏
（
六
期
）、
組
織
広
報
本
部
長

に
は
紐
野
義
昭
氏
（
四
期
）
を

充
て
、
衆
参
両
選
挙
を
控
え
、

党
内
融
和
を
図
っ
た
新
人
事
と

な
っ
た
。

新
執
行
部
の
主
な
役
員
は
次

の
各
氏
。

▽
会
長
　
沓
掛
哲
男
▽
最
高
顧

問
（
役
員
待
遇
）

中
川
石
雄

▽
副
会
長
　
長
憲
二
、
斉
藤
此

農
夫
（
軍
恩
連
盟
）、
高
澤
タ
マ

エ
（
看
護
連
盟
）、
梅
田
俊
彦

（
医
師
会
）、
丹
羽
道
子
（
女
性

局
）
▽
幹
事
長
　
北
村
茂
男
▽

総
務
会
長
　
上
田
幸
雄
▽
政
調

会
長
　
福
村
章
▽
幹
事
長
代
理

矢
田
富
郎
▽
組
織
広
報
本
部
長

紐
野
義
昭
▽
党
紀
委
員
長
　
米

田
義
三
▽
県
議
員
協
議
会
長

稲
村
建
男
▽
地
方
議
連
会
長

藤
井
義
弘
▽
党
大
会
代
議
員

北
村
茂
男
、
長
憲
二

こ
の
度
、
皆
様
の
ご
推
薦
を
頂
き
、

県
連
会
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
沓
掛
哲

男
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
我
が
県
連
の
最

大
の
課
題
は
、
こ
の
一
年
以
内
に
行
わ

れ
ま
す
衆
議
院
及
び
参
議
院
の
両
選
挙

に
お
い
て
、
我
が
党
の
公
認
候
補
を
圧

勝
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
為
に
も
党
員
・
党
友
の
飛
躍
的

拡
大
を
図
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
実
現
の
た
め
に
、
皆
様
方
の
さ

ら
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。も

と
よ
り
私
は
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
職
責
を
全
う
す
る
た
め
皆
様
の
ご

指
導
を
頂
き
つ
つ
全
力
を
つ
く
し
て
頑

張
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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一、わが党は、民主主義の理念を基調として諸般の制
度・機構を刷新改善し、文化的民主国家の完成を
期する。

一、わが党は、平和と自由を希求する人類普遍の正義
に立脚して、国際関係を是正し、調整し、自主独
立の完成を期する。

一、わが党は、公共の福祉を規範とし、個人の創意と
企業の自由を基底とする経済の総合計画を策定実
施し、民主の安定と福祉国家の完成を期する。

自 由 民 主 党 綱 領 機関誌

第12号
自由民主党

石川県支部連合会

組織広報本部
金沢市鞍月5-255

TEL  076-237-0911（代）
FAX  076-237-0915

次
期
衆
・
参
院
選
で
圧
勝
を

沓
掛
体
制
ス
タ
ー
ト

自
由
民
主
党
石
川
支
部
連
合
会
定
例
大
会
は
六
月
八
日
に
開
か
れ
、
次
期
衆
参
両
選
挙
の
必
勝
を
決
議
。

新
会
長
に
沓
掛
哲
男
参
院
議
員
を
選
出
し
た
。

北
陸
新
幹
線
の
建
設
促
進
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
重
点
政
策
案
な
ど
も
了
承
し
た
。

第50回

県連
定例大会

党
員
、
党
友
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
、

党
県
連
に
対
し
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
第
50
回
県
連
大
会
に
お
き

ま
し
て
県
連
幹
事
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
、
北
村
茂
男
で
ご
ざ
い
ま
す
。

我
々
、
新
執
行
部
の
至
上
命
題
と
し

て
、
来
る
べ
き
衆
議
院
議
員
選
挙
に
あ

っ
て
は
、
1
・
2
・
3
区
に
完
全
勝
利

を
期
す
る
と
と
も
に
、
明
年
施
行
さ
れ

る
参
議
院
議
員
選
挙
に
つ
き
ま
し
て

も
、
今
般
岡
田
直
樹
君
を
候
補
者
と
し

て
決
定
し
、
自
民
空
白
区
議
席
の
奪
還

を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
組
織
の
整

備
・
選
挙
態
勢
の
確
立
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
ま
す
。
今
後
関
係
各
位
と
ご
協

議
を
申
し
上
げ
、
万
全
の
対
策
を
講
じ

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

引
き
続
き
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
執
行
部
発
足

沓
掛
―
北
村
体
制
で
ス
タ
ー
ト

県
連
の
定
例
大
会
は
、
来
年
夏

の
参
院
選
石
川
選
挙
区
に
出
馬
す

る
岡
田
直
樹
前
県
議
の
公
認
申
請

を
承
認
し
た
。
平
成
十
年
参
院
選

で
敗
れ
、
以
後
空
白
区
と
な
っ
て

い
る
議
席
の
奪
還
は
県
連
の
至
上

命
題
。
金
沢
な
ど
で
集
票
力
の
あ

る
若
手
前
県
議
の
擁
立
に
踏
み
切

っ
た
。
岡
田
氏
は
「
ふ
る
さ
と
か

ら
日
本
再
生
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
活
躍
中
。「
一
年
余
の
長

期
戦
に
息
切
れ
せ
ぬ
よ
う
突
っ
走

り
た
い
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

次
期
参
院
選
に
出
馬

岡
田
前
県
議
の
公
認
申
請
を
承
認

自
民
党
石
川
県
連
幹
事
長

北
村
茂
男

自
民
党
石
川
県
連
会
長

沓
掛
哲
男

◎
県
連
会
長

◎
県
連
幹
事
長

ご
あ
い
さ
つ



足
踏
み
状
態
の
続
く
わ
が
国

経
済
は
、
い
ま
だ
デ
フ
レ
不
況

か
ら
脱
却
で
き
ず
、
戦
後
最
悪

の
失
業
率
を
記
録
。
依
然
と
し

て
厳
し
い
雇
用
状
況
の
中
、
国

民
は
不
安
の
渦
中
に
あ
リ
石
川

県
も
例
外
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
打
開
す
る

た
め
石
川
県
連
は
、
国
、
県
一

体
と
な
っ
て
県
内
経
済
の
基
盤

強
化
、
雇
用
不
安
解
消
に
努
め

て
社
会
の
安
定
を
図
る
と
と
も

に
、
県
民
の
声
を
傾
聴
し
そ
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
。
国
政
、
県
政

の
施
策
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
最

大
の
努
力
を
尽
く
す
。

承
認
さ
れ
た
本
年
度
の
重
点

事
業
は
次
の
七
項
目
六
十
件
。

一
、県
土
の
基
盤
づ
く
り
推
進

（
十
件
）

二
、地
域
産
業
の
振
興
（
九
件
）

三
、農
林
水
産
業
の
振
興
（
八
件
）

四
、安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
の

整
備
（
十
件
）

五
、教
育
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
（
十
件
）

六
、生
活
福
祉
の
充
実
と
少
子
高

齢
者
社
会
へ
の
対
応
（
八
件
）

七
、自
治
振
興
対
策
の
推
進
（
五

件
）

国
・
地
方
財
政
と
も
に
厳
し

い
中
で
は
あ
る
が
、
県
の
長
期

構
想
に
基
づ
い
て
、
質
の
高
い

文
化
や
産
業
技
術
、
人
材
、
豊

か
な
自
然
環
境
な
ど
わ
が
県
の

優
位
性
を
生
か
し
つ
つ
、
社
会

情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
推
進

し
て
い
く
。

具
体
的
に
は
、
県
民
福
祉
の

向
上
、
県
土
の
均
衡
あ
る
発
展

を
図
る
道
路
交
通
網
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
、
生
活
環
境
の
整
備
、

農
林
水
産
業
の
振
興
、
Ｉ
Ｔ
社

会
の
構
築
な
ど
「
人
、
も
の
、

情
報
」
が
交
流
す
る
、
活
気
と

う
る
お
い
の
あ
る
石
川
の
創
造

を
め
ざ
し
て
ま
い
進
す
る
。

な
か
で
も
、
県
民
の
要
望
が

高
い
北
陸
新
幹
線
の
早
期
整
備

に
関
し
て
は
、
引
き
続
き
関
係

各
方
面
に
強
く
働
き
か
け
て
い

く
。
珠
洲
原
子
力
発
電
所
に
つ

い
て
は
、
要
対
策
重
要
電
源
地

点
で
あ
り
、
地
域
振
興
策
と
し

て
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
回
の
選
挙
結
果
を
踏

ま
え
、
適
切
か
つ
着
実
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

政
調
会
で
は
、
今
年
も
市
町

村
・
業
界
団
体
の
要
望
を
聞
き

県
執
行
部
に
要
請
す
る
。
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自
民
党
石
川
県
連
の
平
成
十
五
年
度
重
点
政
策

県
民
が
熱
望
し
て
い
る
北
陸
新
幹
線
の
建
設
促
進
や
、
に
ぎ
わ
い
創
出
も
視
野
に
入
れ
た
県
庁
跡
地
の
利
用
、

珠
洲
原
子
力
発
電
所
の
立
地
な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組
む
方
針
を
盛
り
込
ん
だ

自
民
党
石
川
県
連
の
平
成
十
五
年
度
重
点
政
策
が
承
認
決
定

活
気
と
う
る
お
い
の
あ
る
石
川
の
創
造

改
選
後
の
新
組
織
を
決
め
る

県
議
会
の
臨
時
会
は
四
月
三
十

日
開
か
れ
、
第
八
十
三
代
議
長

に
向
出
勉
氏
（
自
民
、
五
期
）、

九
十
四
人
目
と
な
る
副
議
長
に

長
井
賢
誓
氏
（
同
、
四
期
）
を

選
出
し
た
。
議
会
選
出
の
監
査

委
員
に
は
自
民
か
ら
八
十
出
泰

成
（
同
、
四
期
）
を
選
ん
だ
。

各
委
員
会
正
副
委
員
長
の
計

二
十
二
ポ
ス
ト
は
す
べ
て
自
民

と
新
進
石
川
が
独
占
し
、
県
議

会
内
の
「
自
進
連
携
」
を
維
持

し
た
。

議
長
選
挙
は
向
出
氏
が
四
十

六
票
中
四
十
五
票
、
副
議
長
選

挙
で
は
長
井
氏
が
三
十
九
票
獲

得
し
大
差
で
選
出
さ
れ
た
。

臨
時
会
で
選
出
さ
れ
た
各
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
各
氏

（
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
）

◇
常
任
▽
総
務
企
画
◎
中
村
勲
、

○
小
泉
勝
、
藤
井
義
弘
、
吉
田

歳
嗣
、
北
村
茂
男

▽
厚
生
環

境
○
宮
下
正
博
、
山
田
省
悟
、

紐
野
義
昭
、
小
倉
宏
眷
、
矢
田

富
郎

▽
産
業
◎
宮
下
源
一

郎
、
和
田
内
幸
三
、
八
十
出
泰

成
、
上
田
幸
雄
、
中
川
石
雄

▽
土
木
企
業
◎
宮
元
陸
、
○
宮

本
惣
一
郎
、
米
田
義
三
、
長
井

賢
誓
、
善
田
晋
作
、
福
村
章

▽
文
教
公
安
◎
作
野
広
昭
、
下

沢
佳
充
、
山
田
憲
昭
、
木
本
利

夫
、
稲
村
建
男
、
長
憲
二

◇
特
別
▽
広
域
行
政
・
広
域
交
流

推
進
◎
山
田
憲
昭
、○
宮
元
陸
、

小
泉
勝
、
和
田
内
幸
三
、
小
倉

宏
眷
、
米
田
義
三
、
矢
田
富
郎

▽
人
口
問
題
対
策
◎
山
田
省

悟
、
○
宮
下
源
一
郎
、
宮
本
惣

一
郎
、
木
本
利
夫
、
長
井
賢
誓
、

吉
田
歳
嗣
、
福
村
章

▽
地
域

産
業
活
性
化
◎
藤
井
義
弘
、
○

中
村
勲
、
紐
野
義
昭
、
善
田
晋

作
、
上
田
幸
雄
、
稲
村
建
男
、

中
川
石
雄

▽
教
育
問
題
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
◎
下
沢
佳
充
、
○

作
野
広
昭
、
宮
下
正
博
、
八
十

出
泰
成
、
長
憲
二
、
北
村
茂
男

◇
議
会
運
営
委
員
会
◎
矢
田
富

郎
、
紐
野
義
昭
、
上
田
幸
雄
、

北
村
茂
男
、
福
村
章

◇
予
算
特
別
委
員
会
◎
和
田
内

幸
三

以
上
自
民
党
県
議
の
み
記
載

最高顧問
中川石雄

副会長
長　憲二

総務会長
上田幸雄

政務調査会長
福村 章

幹事長代理
矢田富郎

組織広報本部長
紐野義昭

党紀委員長
米田義三

県議員協議会会長
稲村建男

地方議員連絡協議会会長
藤井義弘

自由民主党石川県支部連合会役員の主な顔ぶれ紹介
（前頁紹介の会長、幹事長除く）

県土の基盤づくり推進�

地域産業の振興�自治振興対策の推進�

農林水産業の�
振興�

生活福祉の充実と�
少子高齢者社会�

への対応�

安心・安全な�
生活環境の整備�

教育文化と�
スポーツの振興�

承認された�
本年度の重点事業�

こ
の
度
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙

に
よ
り
、
第
83
代
の
石
川
県
議
会

議
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
職

責
の
重
さ
に
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。

県
議
選
で
選
挙
区
内
を
回
り
、

予
想
以
上
に
地
域
経
済
が
冷
え
込

ん
で
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。
経
済
・
雇
用
対
策
の
拡
大
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

地
方
分
権
の
流
れ
が
一
層
加
速

す
る
中
、
議
会
の
果
た
す
べ
き
役

割
は
大
き
く
、
責
任
も
ま
す
ま
す

重
く
な
っ
て
き
ま
す
。

県
勢
発
展
の
た
め
、
住
民
の
代

表
で
あ
る
議
員
が
、
議
会
で
活
発

な
議
論
を
展
開
し
、
豊
か
な
ふ
る

さ
と
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
心
を
新
た
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

県議長
向出 勉

副議長
長井賢誓

県議会臨時会（組織議会）

県議長に向出勉氏
副議長は長井賢誓氏選出

委
員
会
構
成
決
ま
る

ご
あ
い
さ
つ

副会長

斉藤此農夫
（軍恩連盟）

高澤タマエ
（看護連盟）

梅田俊彦
（医師会）

丹羽道子
（女性局）

そ
の
他
の
自
民
党
役
員

▽
最
高
顧
問

森
喜
朗
、
瓦
力
、
馳
浩
、
坂
本
三
十
次
　
▽
常

任
顧
問

石
本
茂
、
宮
下
正
一
▽
顧
問

矢
田
松
太
郎
、
石
田

忠
夫
、
博
多
又
郎
、
枝
畑
一
枝
▽
総
務
副
会
長

小
倉
宏
眷
、

和
田
内
幸
三
▽
政
調
副
会
長

木
本
利
夫
▽
総
務
企
画
部
会

長

中
村
勲
▽
厚
生
環
境
部
会
長

山
田
省
悟
▽
産
業
部
会

長

宮
下
源
一
郎
▽
土
木
企
業
部
会
長

宮
元
陸
▽
文
教
公

安
部
会
長

作
野
広
昭
▽
組
織
広
報
副
本
部
長

山
田
憲
昭
、

下
沢
佳
充
、
宮
下
源
一
郎
、
玉
野
道
▽
市
町
村
組
織
対
策
局
長

山
田
憲
昭
▽
同
局
次
長

宮
本
惣
一
郎
▽
職
域
・
団
体
対
策
局

長

下
沢
佳
充
▽
同
次
長

宮
下
正
博
▽
労
政
局
長

作
野
広

昭
▽
広
報
局
長

宮
元
陸
▽
遊
説
局
長

中
村
勲
▽
同
次
長

小
泉
勝
▽
青
年
局
長

岡
田
直
樹
▽
青
年
部
長

高
岩
勝
人
▽

女
性
局
長

丹
羽
道
子
▽
財
務
局
長

八
十
出
泰
成
▽
同
次
長

村
池
敬
一
▽
会
計
監
督

善
田
晋
作
、
向
出
勉
、
福
田
太
郎
、

高
岩
勝
人
、
新
村
美
智
子
▽
党
紀
副
委
員
長

山
田
省
悟
▽
議

員
協
議
会
副
会
長

吉
田
歳
嗣
▽
地
方
議
連
副
会
長

中
村
勲



代
表
質
問
で
上
田
氏
は
「
珠

洲
市
で
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る

時
こ
そ
、
中
断
し
て
い
る
（
電

源
立
地
）
可
能
性
調
査
の
再
開

に
取
り
組
み
た
い
」
と
協
力
を

求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
谷
本
知
事
は

「
選
挙
結
果
は
住
民
の
思
い
が
表

れ
た
」
と
し
つ
つ
も
慎
重
姿
勢

を
崩
さ
な
か
っ
た
。

上
田
氏
は
そ
の
ほ
か
県
政
全

般
に
幅
広
く
質
問
。
知
事
の
見

解
を
求
め
た
。

〈
外
来
語
〉
県
庁
で
は
安
易
に

使
わ
れ
て
い
な
い
か
。
分
か
り

や
す
い
言
葉
を
ま
ず
役
所
か
ら

進
め
よ
。

谷
本
知
事

分
か
り
や
す
い

日
本
語
に
訳
し
て
使
う
よ
う
に

意
を
用
い
た
い
。
た
だ
し
書
き

や
説
明
を
加
え
る
な
ど
の
工
夫

も
し
た
い
。

〈
行
革
〉
県
民
の
目
か
ら
見
る

と
甘
い
。
ス
ピ
ー
ド
感
に
も
欠

け
る
。

谷
本
知
事

成
果
重
視
へ
目

標
管
理
型
経
営
シ
ス
テ
ム
に
移

行
し
た
。
職
員
の
意
識
改
革
に

全
力
を
挙
げ
て
い
る
。

〈
北
陸
新
幹
線
〉
早
期
開
通
へ

の
決
意
は
。

谷
本
知
事

フ
ル
規
格
に
よ

る
富
山
以
西
へ
の
延
伸
が
最
優

先
課
題
だ
。
中
央
へ
の
要
請
時
、

七
月
の
県
民
会
議
な
ど
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
利
用
し
て
早
期
見
直

し
を
強
力
に
働
き
か
け
る
。

〈
コ
メ
消
費
拡
大
〉
松
井
選
手

を
主
役
に
し
た
宣
伝
が
で
き
な

い
か
。

谷
本
知
事

一
つ
の
方
法
と

思
う
が
、
児
童
生
徒
の
コ
メ
給

食
推
進
や
加
賀
百
万
石
ブ
ラ
ン

ド
を
生
か
し
た
首
都
圏
へ
の
販

売
も
大
事
だ
。

北
陸
と
首
都
圏
を
結
ぶ
高
速

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
幹
と

な
る
北
陸
新
幹
線
。
長
野
―
新

大
阪
間
の
フ
ル
規
格
が
実
現
す

れ
ば
、
現
行
よ
り
富
山
―
新
大

阪
間
が
百
一
分
、
富
山
―
東
京

間
が
六
十
分
の
短
縮
と
な
り
、

東
海
道
新
幹
線
の
代
替
補
完
機

能
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
担

う
こ
と
に
な
る
。

現
況
で
は
長
野
―
富
山
間
の

建
設
が
進
ん
で
い
る
北
陸
新
幹

線
整
備
事
業
だ
が
、
未
着
工
区

間
の
認
可
を
巡
り
、
今
、
ひ
と

つ
の
大
き
な
山
場
を
迎
え
て
い

る
。平

成
十
二
年
末
の
政
府
・
与

党
の
申
し
合
わ
せ
で
は
、
東
北

新
幹
線
盛
岡
―
八
戸
間
（
昨
秋

開
通)
、
九
州
新
幹
線
新
八
代
―

西
鹿
児
島
間
（
今
年
度
末
開
通

予
定)

の
完
成
後
に
、
北
陸
新
幹

線
の
未
着
工
区
間
の
見
直
し
を

行
う
と
し
て
お
り
、
北
陸
の
沿

線
関
係
者
の
間
に
は
、
富
山
―

南
越
間
の
年
内
の
見
直
し
は
”

ほ
ぼ
確
定
”
と
の
見
方
が
広
が

っ
て
い
た
。

五
月
二
十
日
、
東
京
都
内
の

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
北
陸
新
幹

線
建
設
促
進
同
盟
会
の
「
北
陸

新
幹
線
建
設
促
進
大
会
」
に
は
、

自
民
党
北
陸
新
幹
線
建
設
促
進

議
員
連
盟
会
長
の
森
喜
朗
氏
が

参
加
。
森
氏
は
「
見
直
し
に
は

い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
り
、
か

な
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
」
と

大
方
の
予
想
に
反
し
た
見
解
を

述
べ
、
現
在
の
社
会
経
済
情
勢

で
は
年
内
の
見
直
し
が
見
送
ら

れ
る
可
能
性
も
あ
る
と
強
調
し

た
。
さ
ら
に
「
経
済
、
財
政
状

況
を
突
破
す
る
の
は
、
わ
れ
わ

れ
と
皆
さ
ん
の
努
力
だ
と
思
っ

て
い
る
」
と
沿
線
各
県
ら
の
団

結
を
促
し
た
。

続
い
て
情
勢
報
告
に
立
っ
た

自
民
党
整
備
新
幹
線
建
設
促
進

特
別
委
員
長
の
野
沢
太
三
氏
は

「
富
山
以
西
の
着
工
実
現
に
は
財

源
の
確
保
が
不
可
欠
。
今
夏
の

来
年
度
政
府
予
算
概
算
要
求
ま

で
に
自
民
党
を
中
心
に
意
見
を

ま
と
め
、
政
府
に
働
き
か
け
る
」

と
の
考
え
を
示
し
た
。

自
民
党
か
ら
は
、
馳
浩
衆
院

議
員
、
沓
掛
哲
男
参
院
議
員
も

参
加
。
沿
線
関
係
者
ら
は
、
年

内
の
建
設
計
画
基
本
見
直
し
に

向
け
、
さ
ら
な
る
協
力
体
制
作

り
に
気
を
引
き
締
め
て
い
た
。
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【
北
陸
新
幹
線
建
設
促
進
同
盟
会
（
五
月
二
十
日
）】

北
陸
新
幹
線
、
富
山
―
南
越
間
の

フ
ル
規
格
早
期
認
可
に
向
け
、
結
束
を
図
る

満
を
持
し
て
代
表
質
問

上
田
幸
雄
氏
、

知
事
に
迫
る

県
議
会
六
月
定
例
会
は
、
六
月
十
六
日
か
ら
七
月
一
日
の
日
程

で
開
か
れ
た
。

わ
が
党
の
上
田
幸
雄
総
務
会
長
は
、
十
九
日
、
本
会
議
に
お
い

て
代
表
質
問
し
た
。

満
を
持
し
て
の
登
壇
に
原
稿
を
暗
記
。

終
始
、
顔
を
上
げ
て
知
事
の
姿
勢
を
た
だ
し
た
。

自民党県連

ホームページ開設中!

http://www.hokuriku.ne.jp/jf-isikw
県連の紹介、議員のプロフィール、活動等を掲載してあります。

ぜひ、ご覧ください。

小泉　勝

［プロフィール］
こいずみまさる　羽咋郡北部　（志賀町）
昭41・7・15生
経歴役職：県議会　総務企画委員会所属(副委員長)

党県連　組織広報本部遊説局次長

【政治信条・政策】
若い世代の新しい感覚で県政発展のため「ひたすら一生懸命」ガンバります。
・高齢者、弱者に温かい福祉社会作り
・子どもを生み育てやすい環境づくり
・職場確保のための企業誘致

宮下正博

［プロフィール］
みやしたまさひろ　鳳至郡　（門前町）
昭24・12・21生
経歴役職：会社役員　

県議会　厚生環境委員会所属(副委員長)
党県連　組織広報本部職域・団体対策局次長

【政治信条・政策】
安心して暮らせる県民の幸福と県政の発展に、また、21世紀の地域づくり人づくりに情熱を
燃やし尽くす。

宮本惣一郎

［プロフィール］
みやもとそういちろう　鹿島郡　（中島町）
昭15・12・22生
経歴役職：元中島町議会議長。現JAのとわかば副組合長

県議会　土木企業委員会所属(副委員長)
党県連　組織広報本部市町村組織対策局次長

【政治信条・政策】
能登の中核地域としての発展のため、道路網の整備、若者が定住できる街、人口減を止める
新産業の創設。
能登空港の利活用による地域格差の解消と発展。

党新人当選議員の紹介

自民党石川県連では、平成15年度の党員を
募集しています。入党希望の方は所在地の市
村支部、職域支部を通じてお申込みください。

☆党費（年間）一般党員　4,000円　　
家族党員　2,000円

幅広く党員募集をしています！

質
問
・
答
弁
の
要
旨

『りぶる』を愛読してみませんか
公党で唯一の女性政党誌を購読してみませんか。

購読希望の方は自民党石川県連までお申込みください。

★発行月一回　年間購読料　3,600円

※年齢順



平
成
十
年
十
一
月
の
着
工
以

来
、
順
調
に
建
設
が
進
め
ら
れ

た
能
登
空
港
は
、
今
年
度
七
月

七
日
、
羽
田
便
一
日
二
便
就
航

で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
空
港
用
地

は
、
輪
島
市
、
穴
水
町
、
能
都

町
の
一
市
二
町
に
ま
た
が
り
、

能
登
有
料
道
路
の
終
点
此
木
イ

ン
タ
ー
か
ら
珠
洲
道
路
を
経
由

し
、
車
で
10
分
の
立
地
に
あ
る
。

豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
、
自
然
環

境
や
景
観
に
も
十
分
配
慮
し
て

整
備
さ
れ
た
た
め
”森
の
中
の

空
港
“
と
も
い
わ
れ
る
。

空
港
の
完
成
に
よ
っ
て
、
能

登
―
東
京
間
の
所
要
時
間
は
大

幅
に
短
縮
。
こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ｒ

利
用
な
ら
ば
六
時
間
と
い
う
道

の
り
が
、
飛
行
時
間
約
六
十
五

分
で
日
帰
り
可
能
と
な
り
、
首

都
圏
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光

客
の
増
大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

能
登
の
主
要
観
光
地
で
あ
る
輪

島
へ
は
車
で
二
十
五
分
、
和
倉

へ
は
一
時
間
と
い
う
利
便
性
の

よ
さ
で
、
県
内
の
観
光
ル
ー
ト

も
広
域
化
が
進
む
気
配
だ
。

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
は

「
能
登
の
旅
　
情
報
セ
ン
タ
ー
」

も
開
設
さ
れ
、
訪
れ
る
旅
客
の

た
め
に
最
新
の
観
光
情
報
を
揃

え
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
は
、
奥
能
登
広

域
行
政
の
拠
点
で
あ
る
奥
能
登

総
合
事
務
所
、
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
能
登
分
室
、
市
町
村
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
十
六

の
機
関
が
入
っ
た
「
奥
能
登
行

政
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
。

空
港
業
務
以
外
に
行
政
機
関
を

併
設
す
る
、
全
国
初
の
空
港
施

設
と
し
て
も
注
目
を
集
め
て
い

る
。ま

た
、
今
年
一
月
、「
有
楽
町

能
登
ふ
る
さ
と
館
」
が
、
東
京

有
楽
町
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
ビ
ル
一

階
に
誕
生
。
観
光
情
報
提
供
の

ほ
か
、
地
場
産
品
の
販
売
も
行

い
、
首
都
圏
に
能
登
空
港
及
び

能
登
半
島
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
方
針
だ
。

今
後
の
利
用
状
況
次
第
で
は
、

大
阪
・
名
古
屋
な
ど
国
内
は
も

と
よ
り
、
ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
と

の
国
際
便
就
航
も
夢
で
は
な
い

能
登
空
港
。
能
登
の
魅
力
の
世

界
発
信
に
向
け
、
ま
ず
は
第
一

歩
が
刻
ま
れ
た
。

新
石
川
県
庁
舎
は
、
今
年
一

月
六
日
か
ら
業
務
を
開
始
。
北

陸
自
動
車
道
や
国
道
八
号
、
能

登
有
料
道
路
に
接
続
す
る
駅
西

の
副
都
心
に
立
地
し
、
広
域
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
便
利

に
な
っ
た
。

議
会
・
行
政
・
警
察
本
部
の

三
棟
で
構
成
さ
れ
る
建
物
は
、

「
人
に
や
さ
し
い
、
環
境
に
や
さ

し
い
、
災
害
に
強
い
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
設
計
さ
れ
た
も
の
。

特
に
、
段
差
解
消
、
手
す
り
取

り
付
け
、
目
の
不
自
由
な
人
の

た
め
の
音
声
・
点
字
誘
導
装
置

の
設
置
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
重
視
し
、
利
用
者
の
利
便

性
に
配
慮
し
て
い
る
。

環
境
面
で
は
、
太
陽
光
・
風

力
発
電
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
す
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型

シ
ス
テ
ム
を
採
用
。
周
辺
に
は
、

憩
い
の
場
と
し
て
「
県
民
の
杜
」

や
「
鞍
月
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
」

を
整
備
し
て
い
る
。

防
災
対
策
に
あ
た
っ
て
は
、

六
階
に
「
災
害
対
策
本
部
室
」

を
設
置
。
大
型
マ
ル
チ
ス
ク
リ

ー
ン
で
災
害
情
報
を
瞬
時
に
把

握
で
き
、
迅
速
で
的
確
な
対
応

が
で
き
る
ハ
イ
テ
ク
シ
ス
テ
ム

が
導
入
さ
れ
た
。

一
階
に
は
県
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
、
屋
上
に
は
市
街
地
を
一
望

す
る
展
望
ロ
ビ
ー
と
い
っ
た
、

県
民
に
向
け
て
の
開
放
空
間
が

多
く
、
今
ま
で
以
上
の
親
し
み

や
す
さ
も
新
県
庁
の
大
き
な
特

徴
と
い
え
る
。

Ｊ
Ｒ
小
松
駅
周
辺
で
は
、
連

続
立
体
交
差
事
業
、
駅
東
・
駅

西
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
三

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し

て
い
た
。
す
で
に
平
成
十
四
年

十
一
月
に
、
高
架
化
と
Ｊ
Ｒ
小

松
新
駅
が
完
成
し
、
Ｊ
Ｒ
本
線

の
高
架
切
替
を
開
始
。
市
街
地

部
の
五
ケ
所
の
踏
切
撤
去
に
よ

り
慢
性
渋
滞
が
解
消
さ
れ
、
今

後
は
分
断
さ
れ
て
い
た
駅
西
・

駅
東
の
均
衡
あ
る
発
展
が
望
ま

れ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
小
松
駅
は
、
南
加
賀
の

新
た
な
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
と
し

て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
東
西
の

駅
前
広
場
の
ほ
か
に
、
今
年
度

中
に
「
石
川
県
こ
ま
つ
芸
術
劇

場
う
ら
ら
」
が
完
成
す
る
予
定
。

本
格
的
な
オ
ー
プ
ン
は
来
年
春

で
、
小
松
市
に
受
け
継
が
れ
る

子
供
歌
舞
伎
な
ど
、
多
彩
な
文

化
活
動
が
行
な
わ
れ
る
。
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石
川
県
政
の
拠
点

駅
西
副
都
心
に
完
成

2

能
登
空
港
が

一
日
ニ
便
で
開
港

1

鉄
道
高
架
と
文
化
施
設
で

小
松
駅
前
活
性
化

3

能
登
空
港
、
新
県
庁
、

小
松
駅
周
辺
整
備

石
川
県
政
の

三
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

完
成

石川県が新世紀の基盤づくり及び、県政の拠点づくりのために進めてきた三大プロジェクト、能登空港の開港、県庁舎移転、
小松駅周辺整備が、今年度中をめどに事業完了の予定となっている。
新県庁は今年一月にすでに業務を開始。小松駅周辺整備は今年中に建設を終える。能登半島振興の期待を一身に担う能登空
港は七月開港。プロジェクト完成により、石川が目指す“人、もの、情報交流の活発化”が加速されることは間違いない。今
後は｢環日本海の中核県｣としても、ますますの飛躍が期待される。

LOOK OVER ISHIKAWA
もっと知りたい! 石川のお出かけスポット

城
下
町
金
沢
の
シ
ン
ボ
ル

金
沢
城
公
園

金沢平
成
14
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
利

家
と
ま
つ
』
で
一
躍
脚
光
を
浴
び
た
、
初

代
加
賀
藩
主
前
田
利
家
。
彼
が
金
沢
城
に

入
城
し
た
の
は
天
正
11
年(

１
５
８
３)

の
こ

と
。
以
後
、
金
沢
城
は
前
田
家
14
代
の
居

城
と
し
て
城
下
町
を
見
守
っ
て
き
た
。

時
代
は
移
り
、

現
代
に
な
っ
て
金

沢
城
址
は
自
然
あ

ふ
れ
る
公
園
に
変

身
。
園
内
に
は
、

石
川
門
な
ど
金
沢

城
の
遺
構
の
ほ

か
、
平
成
13
年
に

復
元
さ
れ
た
菱

櫓
、
五
十
間
長
屋
、
橋
爪
門
続
櫓
が
堂
々

と
そ
び
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
復
元
建
造

物
は
、
県
内
の
宮
大
工
が
日
本
古
来
の
伝

統
建
築
の
粋
を
結
集
し
た
も
の
で
、
内
部

の
見
学
が
可
能
。
広
大
な
敷
地
内
に
は
自

然
林
も
残
り
、
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
市
街
を
展
望
す
る

櫓
跡
な
ど
も
点
在
し
、
眺
め
も
抜
群
。
の

ん
び
り
と
園
内
散
策
を
楽
し
み
な
が
ら
、

加
賀
百
万
石
の
栄
華
に
思
い
を
馳
せ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【TEL】076-234-3800【営】7～18時（10月16日～2月末は8時～16時30分）【休】無休
【料】入園自由　※菱櫓、五十間長屋、橋爪門続櫓の見学は９時～16時30分、入館300円

昔
な
が
ら
の
揚
げ
浜
式
製
塩

奥
能
登
塩
田
村

能登か
つ
て
能
登
地
方
で
は
、
揚
げ
浜
式
製

塩
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
揚
げ
浜
式

と
は
、
海
水
を
撒
い
た
砂
を
か
き
集
め
、

濾
過
し
た
塩
水
を
煮
詰
め
る
と
い
う
原
始

的
な
製
塩
法
。
想
像
す
る
だ
け
で
も
大
変

な
重
労
働
だ
。
現
在
、
揚
げ
浜
式
を
行
っ

て
い
る
の
は
、
珠
洲
市
仁
江
地
区
た
だ
１

カ
所
。

仁
江
海
岸
に
面
す
る
奥
能
登
塩
田
村
は
、

体
験
型
の
塩
の
資
料
館
で
、
円
柱
形
の
外

観
が
印
象
的
な
「
揚
浜
館
」
で
は
、
塩
と

人
と
の
関
わ
り
や
塩
作
り
の
歴
史
な
ど
に

つ
い
て
、
映
像
や

ジ
オ
ラ
マ
な
ど
で

分
か
り
や
す
く
紹

介
し
て
い
る
。
屋

外
に
は
２
つ
の
塩

田
が
あ
り
、
４
０

０
年
以
上
前
と
ほ

ぼ
同
じ
方
法
で
塩

が
作
ら
れ
る
様
子
が
見
学
で
き
る
ほ
か
、

塩
作
り
体
験
も
可
能
。

所
要
時
間
は
約
２
時
間
。
で
き
あ
が
っ
た

約
20
ｇ
の
塩
は
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
。

海
水
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
た
っ
ぷ
り
つ
ま
っ
た

塩
を
、
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

【TEL】0768-87-2040【営】9～17時【休】無休【料】入館300円
※体験学習は５～９月の10～16時で要予約、300円


